
平成２４年度 第７回教育研究評議会（定例） 

 

 

日  時  平成２４年１０月３日（水） １３：３０～ 

場  所  鳳龍会館 会議室 

 

 

〔審議事項〕 

（１）教育職員の選考について                    

（２）教育職員選考委員会の設置に伴う委員の選出について       

（３）九州工業大学インスティテューショナル・リサーチ室規則の制定について       

（４）九州工業大学学習教育センター規則の一部改正について      

 

〔報告事項〕 

（１）教育職員選考委員会委員の変更について             

（２）国立大学法人九州工業大学と独立行政法人産業技術総合研究所との教育研究 

協力に関する協定書について            

（３）客員教授の称号授与について                  

（４）特任教授の称号授与について                  

（５）九州工業大学研究成果有体物取扱規程の一部改正について     

（６）九州工業大学動物実験等に関する規程の一部改正について     

（７）九州工業大学学長表彰「鳳龍奨学賞」に関する規程の制定について          

（８）部局間国際交流協定の締結について               

（９）東日本大震災及び平成２４年７月九州北部豪雨により被災した平成２５年度 

九州工業大学志願者の入学検定料の免除について   

（10）平成２５年度大学院入学試験実施状況について          

 

〔その他〕 



平成２４年度 第７回教育研究評議会議事要旨 

 

１．日 時  平成２４年１０月３日（水）１３：３０～１５：４０ 

２．場 所  鳳龍会館 会議室 

３．出席者  学長，理事（評価・総務・財務担当），理事（教育・情報担当）， 

理事（研究・産学連携担当），理事（経営戦略担当）， 

副学長（学生担当），副学長（国際担当），副学長（入試担当）， 

副学長（事務統括・労務担当）， 

工学研究院長，情報工学研究院長，生命体工学研究科長 

副工学研究院長（副工学府長），副工学研究院長（副工学部長）， 

副情報工学研究院長（副情報工学府長），副情報工学研究院長（副情報工学

部長），副生命体工学研究科長， 

三谷教授 

４．列席者  監事（教育・研究担当），監事（経営・財務担当）， 

学長特別補佐（広報担当），学長特別補佐（評価担当） 

 

５．議事要旨確認 

平成２４年度第６回教育研究評議会（平成２４年９月５日）の議事要旨（案）につい

て確認が行われ，了承された。 

 

６．審議事項 

（１）教育職員の選考について                

工学研究院長，情報工学研究院長より次の教育職員の選考について説明があり，審

議の結果，原案のとおり了承され，役員会に付議することとした。 

 

○工学研究院 基礎科学研究系 数理科学部門 教授 １名（任期なし） 

○工学研究院 物質工学研究系 応用化学部門（Ａ） 

准教授 １名（任期なし） 

○工学研究院 物質工学研究系 応用化学部門（Ｂ） 

准教授 １名（任期なし） 

○情報工学研究院 システム創成情報工学研究系 システム制御部門 

准教授 １名（任期なし） 

 

（２）教育職員選考委員会の設置に伴う委員の選出について         

学長より，本日の役員会で設置が決定された教育職員選考委員会のうち，教育研究

評議会の指名する委員の選出について説明があり，審議の結果，了承された。 

 

○工学研究院 機械知能工学研究系 知能制御工学部門 助教 １名（任期なし） 

○工学研究院 建設社会工学研究系 建設社会工学部門 教授 １名（任期なし） 

○工学研究院 基礎科学研究系 量子物理学部門 准教授 １名（任期なし） 



○工学研究院 人間科学系 人間科学部門 教授又は准教授 １名（任期なし） 

○情報工学研究院 生命情報工学研究系 生命情報工学部門 

教授 １名（任期なし） 

○情報工学研究院 システム創成情報工学研究系 システム数理部門 

教授又は准教授 １名（任期なし） 

○機器分析センター 准教授 １名（任期なし） 

 

（３）九州工業大学インスティテューショナル・リサーチ室規則の制定について 

総務課長より資料に基づいて説明があり，審議の結果，原案のとおり承認され，役

員会に付議することとした。 

なお，次のとおり補足説明があった。 

・研究についてはかなり集約されている部分があるが，その他各種データについて

は保管場所が分散しており，集約するためには各課・部局の協力が必要であるため，

全てが揃うまでには最低でも２～３年は必要と考えている。 

・要望の強いものから順番にデータを整理していきたい。 

・室長については，副学長（評価・総務・財務担当）が担当する。 

 

（４）九州工業大学学習教育センター規則の一部改正について         

理事（教育・情報担当）より，資料に基づいて説明があり，審議の結果，原案のと

おり承認され，役員会に付議することとした。 

 

７．報告事項 

（１）教育職員選考委員会委員の変更について                

学長より，次の教育職員選考委員会について，委員との利害関係者からの応募等が

あったため，委員の変更を行ったことについて報告があった。 

 

○情報工学研究院 電子情報工学研究系 コンピュータ・ＬＳＩ部門 教授 

○情報工学研究院 システム創成情報工学研究系 システム制御部門 准教授 

○生命体工学研究科 生体機能専攻 生体機能システム講座 教授 

 

（２）国立大学法人九州工業大学と独立行政法人産業技術総合研究所との教育研究協力 

に関する協定書について                       

学長より，資料に基づき生命体工学研究科に産業技術総合研究所の連携講座を設置

し，教育研究協力に関する協定書を締結したことについて報告があった。 

 

（３）客員教授の称号授与について               

学長より，１０月１日付けで産学連携推進センター非常勤講師に対して，客員教授

の称号を授与する旨，報告があった。 

 

 



（４）特任教授の称号授与について               

学長より，１０月１日付けで本学元教授に対して，特任教授の称号を授与する旨，

報告があった。 

 

（５）九州工業大学研究成果有体物取扱規程の一部改正について        

理事（研究・産学連携担当）より，資料に基づき研究成果有体物取扱規程の一部改

正ついて報告があった。 

なお，次のとおり補足説明があった。 

・届け出をしなくても特に問題はないが，持ち出し等で使用した場合に影響が出る

ような研究成果有体物は届け出せざるを得なくなるため，あらかじめ届け出をして

いただきたい。 

 

（６）九州工業大学動物実験等に関する規程の一部改正について        

理事（研究・産学連携担当）より，資料に基づき動物実験等に関する規程の一部改

正ついて報告があった。 

 

（７）九州工業大学学長表彰「鳳龍奨学賞」に関する規程の制定について    

副学長（学生担当）より，資料に基づき全学年にわたる学習意欲のより一層の向上

及び経済的支援を目的とした「鳳龍奨学賞」を新設することについて，報告があった。 

なお，次のとおり補足説明があった。 

・工学部においては，今後評価方法について変更となる場合がある。 

・財源については現在のところ決まっておらず，規定等を整備し監査法人と相談の

うえ決定する。 

・学生向けのコンテスト等を行う場合に係る賞品の支給についても，規定等を制定

することで支給が可能である。 

 

（８）部局間国際交流協定の締結について                  

工学研究院長，生命体工学研究科長より，資料に基づき次の大学との部局間国際交

流協定を締結したことについて報告があった。 

 

・工学部と青島理工大学機械工程学院（中国）【新規】 

・工学部と清華大学熱能工程系（中国）【更新】 

・生命体工学研究科とベトナム科学技術アカデミー生物工学研究所（ベトナム） 

【新規】 

 

（９）東日本大震災及び平成２４年７月九州北部豪雨により被災した平成２５年度 

九州工業大学志願者の入学検定料の免除について            

副学長（入試担当）より，資料に基づき入学検定料の免除について報告があった。 

 

 



（10）平成２５年度大学院入学試験実施状況について             

入試課長より，資料に基づき大学院入学試験の実施状況について報告があった。 

 

８．その他 

（１）理事（評価・総務・財務担当）より，例年行っている評価結果の確認について文部

科学省への提出期限の関係上，メール審議にて対応したい旨の説明があった。 

 

（２）教育研究評議会の次回開催日について 

平成２４年１１月７日（水）１３：３０より鳳龍会館会議室にて開催する予定。 


